
平成6年度市制施行40周年 

シンボルマーク 
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内は前回比、男23,706 (+ 6）女26,269(+ 7） 計49,975(+13）世帯16,938（十 2) 
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9月30日現在 

落

成
●
ふ

る
さ

と
交
流

圏
民

セ
ン

タ
ー

（
市内
幾
世
森
二
十
四
ー十
五）
 

毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま

す
c
 

、
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成

男23，706 ( + 6)女26，269(+ 7) 

• 
毎
日
汚
と
じ

ふ
る
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と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

ん
で
く
だ
さ
い
。

き
つ

と
お
役
に
江
ち
ま
す
c

(
市
内
幾
世
森
二
十
四
l

十
五



~ 「五所川原誕生350年、あしがや生え茂る不毛の地を、肥沃な穀倉地帯

に育てあげた先人達の、フロンティア精神こそ五所川原人の誇りです」 
式辞を述べる佐々木栄造市長 

一
歩
前
進
ノ
飛
期
、

五
所
川
原
 

編
編
勤
和
詰
餌
記
念
式
典
挙
行
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平成 6年10月15日 2 

市
制
施
行
四
十
周
年
と
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
落
成
の

記
念
式
典
が
、
十
月
「
日
、
圏
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
来
賓
及
び

市
民
ら
約
千
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

郷土を創った先覚者達を

代表して、顕彰を受ける

佐々木佑ー郎氏 

（布屋11代目・市内元町） 

一番太鼓の打ち入れ（佐々木市長） 

（圏民センターこけら落し） )
 

お
祝
い

の
く
す
玉
を

割
る
、

沖
飯
詰

小
一
一一年
生

の
み
な
さ
ん
。
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歩
前
進
ノ
・

飛
湖
、
五
所
川
原
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市
制
施
行
四
十
周
年

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
落
成

あしがや生え茂る不毛の地を、肥沃な穀倉地帯
フロンティア精神こそ五所川原人の誇りです」

式辞を述べる佐々木栄造市長

「五所川原誕生350年、
に育てあげた先人達の、

記
念
式
典
挙
行

市
制
施
行
四
十
周
年
と
、
ふ
る
さ
と
交
流
闇
民
セ
ン
タ
ー
落
成
の

記
念
式
典
が
、
十
月
一
日
、
国
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
来
賓
及
び

市
民
ら
約
千
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

一番太鼓の打ち入れ(佐々木市長〉
(国民センターこけら落し)

郷土を創った先覚者達を
代表して、顕彰を受ける
佐々木佑一郎氏
(布屋11代目・市内元町)

お
祝
い
の
く
す
玉
を
割
る
、

小
三
年
生
の
み
な
さ
ん
。

沖
飯
詰



九
月
一
十
日
、
市
議
会
都
市
開

発

‘
商
業
整
備
促
進
特
別
委
員
会
 

（宮
川
亮
治
委
員
長
）
は
、
若
林

武
嗣
国
鉄
清
算
事
業
団
東
北
支
社

長
を
訪
問
し
、
駅
前
国
鉄
跡
地
の

早
期
払
い
下
げ
に
つ
い
て
陳
情
し

ま
し
た
。
 

ノ
 

若林東北支社長ノ＼陳情 

湾
軽
産難
舞
構
鶴
？
 

論
無
醸
競
静
？
 

佐
耐

所
川
厨
道
路
（
浪
岡
町
か
ら
市
内

壕
加

刀
打
ま
で
の
区
間
“
五
 
七
ヤ
 

附
佐
 
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
本
格
着
工
し
、
 

初
 
九

月
二
十
七
日
、
市
内
原
子
で
安

す
 

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

槌
 

安
全
祈
願
祭
に
は
北
村
知
事
や
 

鰍
『」
醸熱
鐘
数
 

嘉
東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
長
、
 

北
村
知
事
、
佐
々
木
市
長
（
津
軽

自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

長
）
が
く
わ
を
入
れ
、
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
 

こ
の
浪
岡
五
所
川
原
道
路
は
、
 

東
北
縦
間
自
動
車
道
と
連
結
し
て

八
戸
や
青
森
空
港
な
ど
に
続
き
、
 

地
域
農
水
産
物
の
供
給
圏
拡
大
や

工
業
の
地
方
分
散
化
、
さ
ら
に
広

域
的
な
観
光
開
発
な
ど
、
地
域
の

発
展
の
た
め
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ぎ
め
が
お
り
お
『女
尋
邸
の
券
戸
』
煙
醸
鱈
年
 

J
 

市
誘
致
企
業
 

岡
ホ
ク
エ
ツ
 

紺
綬
褒
章
受
賞
ノ

・
 

同
褒
章
は
、
平
成
五
年
七
月
九

日
株
式
会
社
ホ
ク
ェ
ツ
（
代
表
取

締
役
社
長
細
井
佐
一
郎
）
よ
り
、
 

市
に
二
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
 

そ
れ
を
受
け
た
市
は
栄
典
制
度
に

よ
り
、
紺
綬
褒
章
候
補
者
と
し
て

県
知
事
に
内
申
し
、
こ
の
度
内
閣

総
理
大
臣
よ
り
発
令
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
、
翻
ホ
ク
エ
ツ

本
社
（
仙
台
市
）
を
訪
ね
、
内
閣

総
理
大
臣
に
代
わ
り
細
井
代
表
取

締
役
社
長
へ
紺
綬
褒
章
を伝
達
し

ま
し
た
。
 

九
月
二
十
七
日
、
市
内
川
端
町
 
 

で
女
子
部
の
井
戸
復
興
祭
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
復
興

を
祝
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部
 

（
山
口
孝
夫
会長
）
では
、多
く
の
市

民
の
生
命
の
水
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
の
井
戸
の
歴
史
と
役
割

を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、
市
民

の
心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
と
、
復

興
事
業
に
着
手
し
、
市
民
の
寄
金

に
よ
り
復
興
し
た
も
の
で
す
。
 

完
成
し
た
女
子
部
の
井
戸
は
、
 
 

井
戸
水
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い

た
め
、
水
道
（
磁
場
で
活
性
化
さ

れ
た
ス
ー
パ
ー
バ
イ
オ
ッ
ク
ス
水
）
 

を
引
き
、
小
屋
は
代
官
所
を
イ
メ
 

ー
ジ
し
た
総
ヒ
バ
造
り
で
、
水
道

の
蛇
ロ
は
虫
お
く
り
の
虫
を
か
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
 

復
興
祭
は
午
後
四
時
か
ら
行
わ

れ
、
神
事
の
あ
と
、
女
子
部
の
井

戸
は
市
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
山
口
会
長
か
ら
佐
々
木
市
長

に
寄
贈
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

褒賞を受ける細井社長 

3 平成6年10月15日 

市
誘
致
企
業

側
ホ
ク
エ
ツ

紺
綬
褒
章
受
賞
/

二
日
町
津
軽
自
動
車
道

(浪
岡
町

l
鯵

山
山
町
民
ヶ
沢
町
)
の

一
部
を
成
す
浪
岡
五

は
市

所
川
原
道
路

(浪
岡
町
か
ら
市
内

事
木

知
々
太
万
打
ま
で
の
区
間
十
五

・
ヒ
キ

附
佐

ロ
メ

ー
ト
ル
)
が
木
一
倍
若
工
し
、

引

九
月
二
卜
ヒ
日
、
市
内
原
子
で
安

す

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
一

安

全

祈

願

祭

に

は

北

村

知

事

ホ
佐
々
木
市
長
ら
関
係
お
約
六
十
人

s
が
出
席
し
、
神
事
の
あ
と
志
摩
茂

褒賞を受ける細井社長

同
褒
章
は
、
平
成
五
年
七
月
九

日
株
式
会
社
ホ
ク
エ
ツ

(代
表
取

締
役
社
長
細
井
佐

一
郎
)
よ
り
、

市
に
二
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
た
市
は
栄
典
制
度
に

よ
り
、
紺
綬
褒
章
候
補
省
と
し
て

県
知
事
に
内
巾
し
、
こ
の
度
内
閣

総
理
大
臣
よ
り
発
令
さ
れ
た
も
の

で
す
。

佐
々
木
市
長
は
、
側
ホ
ク
エ
ツ

本
社

(仙
台
市
)
を
訪
ね
、
内
閣

総
理
大
臣
に
代
わ
り
細
井
代
表
取

締
役
社
長
へ
紺
綬
褒
立
を
伝
達
し

ま
し
た
。
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A減
免
吉
一
嘩
岡
崎
国
ゆ
ゆ
沼
畑
旧
軍
瀧
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…

で
ん
民
子
部
の
井
戸
復
興
祭
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
復
興

を
祝
い
ま
し
た
。

丘
所
川
原
商
工
会
議
所
々
年
部

(山
口
孝
犬
会
長
)
で
は
、
多
く
の
市

民
の
生
命
の
中
小
と
し
で
親
し
ま
れ

で
き
た
こ
の
井
戸
の
歴
史
と
役
割

を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、
市
川
氏

の
心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
と
、
復

興
事
業
に
答
手
し
、
市
民
の
…
命
令

に
よ
り
復
興
し
た
も
の
で
す
。

完
成
し
た

K
F部
の
井
戸
は、

嘉
東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
長
、

北
村
知
事
、
佐
々
木
市
長

(津
軽

自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

長
)
が
く
わ
を
入
れ
、
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

こ
の
浪
岡
五
所
川
原
道
路
は
、

東
北
縦
問
自
動
車
道
と
連
結
し
て

八
戸
や
青
森
空
港
な
ど
に
続
き
、

地
域
農
水
産
物
の
供
給
圏
拡
大
や

工
業
の
地
方
分
散
化
、
さ
ら
に
広

域
的
な
観
光
開
発
な
ど
、
地
域
の

発
展
の
た
め
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
月
二
卜
七
円
、
市
内
川
端
町

J 

若林東北支社長へ陳情

清
算

事
業
団
ヘ

陳
情

九
月
二
卜
H
、
市
議
会
都
市
開

発

・
商
業
整
備
促
進
特
別
委
員
会

(古
川
完
治
委
以
長
)
は
、
若
林

武
嗣
国
鉄
清
算
官
業
同
点
北
支
社

長
を
訪
問
し
、
駅
前
国
鉄
跡
地
の

早
期
払
い
下
げ
に
つ
い
て
陳
情
し

ま
し
た
。

井
戸
本
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い

た
め
、
水
道

(磁
場
で
活
性
化
さ

れ
た
ス
ー
パ
ー
バ
イ
オ
ッ
ク
ス
水
)

を
引
き
、
小
尾
は
代
官
所
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
総
ヒ
パ
造
り
で
、
水
道

の
蛇
口
は
虫
お
く
り
の
虫
を
か
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

復
興
祭
は
午
後
四
時
か
ら
行
わ

れ
、
神
事
の
あ
と
、

k
r十
部
の
井

戸
は
市
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
山

U
会
長
か
ら
佐
々
木
市
長

に
寄
贈
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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」
ざ
い
ま
す
 

第
三
十

一
回
（
平
成
六
年
度
）
 

市
老
人
福
祉
大
会
 

市
で
は
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
を
目
指
し
、
九
月
一
一
十八
日
市
民
体

育
館
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
平
成

六
年
度
市
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

長
い
人
生
を
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
 

更
に
こ
れ
か
ら
も
人
生
の
よ
き
師
と
し
て
益
々
お
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と

の
敬
愛
を
こ
め
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
三
十
一
回
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

お
だ
や
か
な
秋
の
一
日
、
大
会
に
出
席
し
た
、
千
数
百
人
の
七
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
達
は
、
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
（敬
称
略
）
 

4
 

平成6年10月15日 

◇
市

長
顕
）
彰
者
、
 

（
男
五

名
、

女
 九

十

五
歳

以
上

二
十

三

名
 

横
嶋
な
お
（
9
9）
金
山
、
斉
藤
清

吉
（
9
9）
前
田
野
目
、
中
村
と
し

弱
）
柳
町
、
泉
つ
せ
（
9
8）
金

山
、
福
士
ち
せ
（
9
8）
高
野
、
一
一
一

浦
か
し

（9
7）
金
山
、
工
藤
み
わ

節
）
前
田
野
目
、
長
尾
ソ
ト
（距
 
 

鶴
ケ
岡
、
小
田
桐
な
ん
（
9
6）
米

田
、
成
田
ス
メ
（
9
6）
飯
詰
、
山

谷
石
蔵
（
9
6）
柳
町
、
封
馬
タ
ケ

弱
）
大
町
、
伊
藤
し
わ
（
9
5)
 

漆
川
、
横
嶋
イ
セ
（
9
5）
錦
町
、
 

成
田
善
作
（
9
5）
岩
木
町
、
平
山

ク
リ
（
9
5）
飯
詰
、
寺
田
宇
之
助

弱

）
金
山
、
中
山
ナ
力

（
距

漆
川
 

米
寿
（
八
十
八
歳
）
明
治
三
十
九

年
生
ま
れ
六
十
三
名
（
男
十
四
名
、
 

女
四
十
九
名
）
 

大
橋
豊
男
（栄
町
）
、三
浦
み
つ
（
栄

町
）
、徳
田
マ
ョ

（
蓮
沼）
、福
村
ハ

ツ
（
元町
）
、野
呂
モ
ト
（
鎌谷
町
）
、
 

斉
藤
ひ
さ
（鳥
森
）
、葛
西
ァ
子
（
一
 
 

ツ
谷
）
、中
川
覚
二
郎
（
ー
ツ
谷
）
、
 

蒔
田
く
り
（
新
町
）
、工
藤
清
（
上

平
井
町
）
、山
口
ハ
ナ
（
上平
井
町
）
、
 

長
沼
鉄
太
郎
（
中
平
井
町
）
、松
本

ヤ
ョ
（
中平
井
町
）
、伊
藤
サ
キ
栢

原
町
）
、伊
藤
フ
ズ

（錦
町
）
、中
村

マ
ツ
ェ

（
錦
町）
、松
本
イ
ソ
（
新

宮
町
）
、今
亀
作
（
金
山
）
、佐
藤
ス

ミ

（
金山
）
、其
田
し
め
（
金
山
）
、
 

高
松
き
よ
（
金山
）
、水
口
ふ
さ
（
金

山
）
、笠
井
み
ん
こ

（
米
田）
、三
上

う
め
（
漆
川
）
、葛
西
誠
之
助
（
太

刀
打
）
、藤
森
ミ
ョ
（
太
刀
打
）
、前

田
き
こ
（
太
刀打
）
、長
峰
あ
さ
（松

島
町
）
、三
橋
キ
ェ

（松
島
町
）
、白

一P
II、ホ
（
七
ッ館
）
、奈
良
武
雄
（
田

川
）
、笠
井
鶴
作
（
川
山
）
、久
保
田

つ
る
（
梅
田）
、竹
谷
ヒ
テ
（
梅
田）
、
 

福
士
長
作
（
梅田
）
、外
崎
フ
ミ
（
俵

元
）
、伊
藤
健
四
郎
（
原
子
）
、三
上

キ
ワ
（
持子
沢
）
、小
笠
原
フ
ユ
（
高

野
）
、堀
内
ナ
ミ

（
高野
）
、大
坂
り

つ
（
前
田
野
目
）
、小
潰
ト
セ
（
前

田
野
目
）
、工
藤
ソ
ン
（
前田
野
目
）
、
 

前
田
テ
ル

（
前田
野
目
）
、伊
藤
ナ

リ
（
野
里）
、小
田
桐
ま
ゆ
（
野里
）
、
 

小
田
桐
政
吉
（
神
山
）
、葛
西
み
つ
 

（神
山
）
、土
岐
策
五
郎
（
神
山
）
、
 

松
野
し
さ
（神
山
）
、横
嶋
そ
と
（松

野
木
）
、其
田
政
（
飯
詰
）
、其
田
ソ
 
 

メ
（
飯
詰
）
、田
中
そ
ょ

（
飯
詰）
、
 

平
山
イ
ワ
（
飯詰
）
、平
山
タ
キ
（
飯

詰
）
、三
浦
そ
ょ

（飯
詰
）
、三
浦
マ

ネ

（
飯
詰）
、川
浪
サ
ト

（
藻川
）
、
 

竹
谷
ミ
ワ
（
藻川
）
、渡
過
ュ
ミ
（
藻

川
）
、開
米
ト
ス
（
鶴
ケ
岡
）
、木
村

正
五
郎
（
高
瀬
）
 

ね
た
き
り
老
人
介
護
者
 
五
名

市
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
三
士
二
名

全
月
森
県
長
寿
福
祉
祭
顕
彰
感
謝

表
彰

（伝
達
）
 

●

百
歳
以
上
の
長
寿
者
 

三
浦
ま
さ
、
浅
川
巽
、
今
つ
な
、
 

川
浪
き
ょ
、
福
間
た
け
 

●

八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

工
藤
末
吉
・
チ
カ
（
浅
井
）
 

●

九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

四
十
七
名
（
男
十
四
名
、
女
三
十
 

三
名
）
 

●

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 
三
名
 

●

ね
た
き
り
高
齢
者
介
護
者
一
名

◇
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
 

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
次
の
」
1
 

名
の
方
々
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

（
九月

十
六
日
、
川
口
収
入
役
が
各
自
宅

に
て
伝
達
）
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
つ
な
（
飯
詰
）
、川
浪
き
よ
藻

川
）
、福
間
た
け

（
毘
沙門
・
九
月

二
十
一
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
）
 

今 つな（100歳） 浅川 巽(101歳）三浦まさ（102歳） 
（飯詰・福泉） （中平井町） （金山・盛山） 十

八

名
）
 

福間たけ（100歳）川浪きよ（100歳） 

（毘沙門・中熊石） （藻川・村崎） ,
 

e
 

」
い
え
」

第ぃ

喧手i
』ー回

人公
福志
祉李
大里
之》
エヰ

市
で
は
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
を
目
指
し
、
九
月
二
十
八
日
市
民
体

育
館
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
平
成

六
年
度
市
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
い
人
生
を
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

更
に
こ
れ
か
ら
も
人
生
の
よ
き
師
と
し
て
益
々
お
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と

の
敬
愛
を
こ
め
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
三
十
一
回
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
だ
や
か
な
秋
の
一
目
、
大
会
に
出
席
し
た
、
千
数
百
人
の
七
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
達
は
、
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

〈〉
市
長
顕
彰
者
、
九
十
五
歳
以
上
二
十
三
名

(男
五
名
、
女
十
八
名
)

歳
)

問
山
山
山
川
[

け
盛

大
」
・

±
小
山
凶

浦
金

浅川巽(101歳)
(中平井町)

今 つな(100歳)
(飯詰・福泉)

暗

-E
)

、
仙
崎

刈

什
リ
ホ
1

1
U
ル

演
犠

歳
石

∞
熊

什
け
い
同
凶
l

寸
J

月

『

耽

岬

山

郁
細
川

横
嶋
な
お

(伺
)
金
山
、

斉
藤
清

吉

(叩
)
前
田
野
目
、
中
村
と
し

(的
)
柳
町
、

泉
っ
せ

(
m
m
)

金

山、

福
士
ち
せ

(錦
)
高
野
、

三

浦
か
し

(幻
)
金
山
、

工
藤
み
わ

(肝
)前
田
野
目
、

長
尾
ソ
ト
(何
)

鶴
ヶ
岡
、

小
田
桐
な
ん

(何
)
米

田、

成
田
ス
メ

(鉛
)
飯
詰
、

山

谷
石
蔵

(何
)
柳
町
、
封
馬
タ
ケ

(何
)
大
町
、

伊
藤
し
わ

(何
)

漆
川
、
横
嶋
イ
セ

(何
)
錦
町、

成
田
善
作

(何
)
岩
木
町
、
平
山

ク
リ

(何
)
飯
話
、
寺
田
宇
之
助

(何
)
金
山
、
中
山
ナ
力

(
釘
)

漆
川

米
寿

(八
十
八
歳
)
明
治
三
十
九

年
生
ま
れ
六
十
三
名

(男
十
四
名
、

女
四
十
九
名
)

大
橋
豊
男
(栄
町
)、
三
浦
み
つ

(栄

町
)、
徳
田
マ
ヨ

(山
一
連
沼
可
福
村
ハ

ツ
(元
町
)
、
肝
呂
モ
ト

(鎌
谷
町
)
、

斉
藤
ひ
さ
(烏
森
)
、
結
西
ア
子
(一

ツ谷)、

小
川
党
.
一郎

二
ツ
谷
)、

時
旧
く
り

(新
川
)、
工
雌
消

(
L
L

J

「
井
町
)、
山
川

ハ
ナ

(k
予
井
町
)、

長
沼
鉄
太
郎

(中
宇
井
町
)、
松
本

ヤ
ヨ

(巾
宇
井
町
)、
伊
雌
サ
キ
(
柏

原
町
)、
伊
藤
フ
ズ

(錦
町
)、
中
村

マ
ツ
エ

(錦
町
)、
松
本
イ
ソ

(新

宮
町
)、
A
7
他
作

(金
山
)、
佐
藤
ス

ミ
(
金
山
)、
其
田
し
め

(金
山
)、

市
松
き
よ
(
金
山
)、
ぷ
口
ふ
さ
(
金

山
)、
笠
井
み
ん
こ

(米
田
)
、

三
k

う
め
(
漆
川
)、
高
西
誠
之
助

(太

万
打
)、
藤
森
ミ
ヨ

(太
刀
打
)、
前

田
き
こ
(
太
万
打
)、
長
崎
あ
さ
(松

島
町
)、
三
橋
キ
エ

(松
島
町
)、
白

戸
ミ
ホ
(
ヒ
ッ
館
)、
奈
良
武
雄
(旧

川
)、
笠
井
鶴
作

(川
山
)、
久
保
田

つ
る
(
梅
田
)、
竹
谷
ヒ
テ

(梅
田
)、

福
士
長
作
(梅
田
)、
外
崎
フ
ミ

(俵

厄
)、
伊
藤
健
四
郎

(原
チ
)、
三
ヒ

キ
ワ
(持
子
沢
)
、
小
笠
原
フ
ユ

(一品

野
)、
堀
内
ナ
ミ
(
」
H
M
肝
)、
大
坂
り

つ

(
前
田
野
目
)、
小
諸
ト
セ

(前

田
野
目
)、
工
牒
ソ
ン

(前
田
野
目
)、

前
回
テ
ル

(前
田
野
目
)、
伊
藤
ナ

リ

(野
旦
)
、
小
田
桐
ま
ゆ

(野
旦
)、

小
田
桐
政
吉
(
神
山
)、
葛
西
み
つ

(神
山
)、
土
岐
策
五
郎
(
神
山
)
、

松
肝
し
さ
(神
山
)、
横
嶋
そ
と
(松

野
木
)、
其
田
政

(飯
諸
)、
其
田
ソ

メ

(飯山川
)、
旧
小
そ
よ
(
飯
山
一
川)、

J

「
山
イ
ワ

(飯山川
)、
J

「山
タ
キ
(
飯

品
)、
二一
泊
そ
よ
(
飯
山
尚
)、
三
浦
マ

ネ

(飯
詰
)、
川
浪
サ
ト

(必
川
)、

竹
存
ミ
ワ

(…口組川
)、
波
法
ユ

ミ
(
必

川
)、
開
米
ト
ス

(鶴
ヶ
岡
)、
木
村

正
五
郎

(
J
M
瀬
)

ね
た
き
り
老
人
介
護
者

五
名

市
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
三
ト
三
名

。
青
森
県
長
寿
福
祉
祭
額
彰
感
謝

表
彰

(伝
達
)

-
百
歳
以
上
の
長
寿
者

三
浦
ま
さ
、
浅
川
出
一
、
今
つ
な
、

川
浪
き
ょ
、
福
間
た
け

・
八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

工
雌
末
吉

・
チ
カ

(浅
井
)

-
九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者

四
十
七
名

(男
卜
四
名
、
友
三
卜

三
名
)

・
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
名

・
ね
た
き
り
高
齢
者
介
護
者

一
名

。
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
次
の
三

名
の
方
々
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

(九
月

十
六

H
、
川
口
収
入
役
が
各
自
宅

に
で
伝
達
)
さ
れ
ま
し
た
。

今
つ
な

(飯
詰
)、
川
浪
き
よ

(品

川
)、
福
間
た
け

(毘
沙
門

・
九
月

一一
卜

一
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
)
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た
の
し
い
 

交
通
安
全
 

大
学
 交通巡視員による「寸劇」 

rーー 

,
 

 

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
（
会

長
小
山
内
助
役
）
主
催
の
「
交
通

安
全
大
学
」
が
九
月
二
十
七
日
、
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で

百
五
十
名
の
出
席
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

交
通
安
全
大
学
で
は
、
五
所
川

原
警
察
署
e
交
通
巡
視
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
交
通
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
の
た
の
し
い
寸
劇
の
あ
と
、
 

星
忠
通
先
生
（
安
全
教
育
研
究
所

長
）
に
よ
る
 
「こ
れ
か
ら
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
」
 
の
講演
が
行
わ

れ
、
出
席
者
は
具
体
的
な
わ
か
り

や
す
い
講
義
に
、
よ
り
い
っ
そ
う

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。
 

交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し
よ
う
／
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
市
民
総
決
起
大
会
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
 

張
 
議
会
（
会
長
佐
々
木
市
長
）
で
は
、
 

合
ま
り
コ

ー
弓士
毛
ノ
フ
r
f
、
一
し
 

組
 
九
月
二
十
一
日
、
市
役
所
前
お
ま
 

、
裕
 
っ
り
広
場
で
、
市
民
約
1
1一
百
人の

る
協
 
参
加
を
得
て
秋
の
全
国
交
通
安
全

討
膿
 
運
動
市
民
総
決
起
大
会
を
行
い
、
 

言
 
交
通
事
故

の
根
絶
を
誓
い
合
い
ま

鐘
 
し

た
o
そ
の
後
街
頭
パ
レ
ー
ド
を

大
 
行

い
、
交
通
安
全
を
市
民
に
呼
び
 

か
け
ま
し
た
。
 

中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
①
 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
「
中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

「育
ま
れ

た
心
」
 

五

一
中
一
一
年
 

佐
々
木
 
明
 
紀
 

僕
は
今
回
の
旅
行
で
、
す
ば
ら
  

ま
す
。
 

し
い
大
き
な
体
験
を
し
た
と
思
い
 

そ
れ
は
、

い
つ
も
は
テ
レ
ビ
の
 

た
り
、
他
の
行
く
人
達
と
仲
良
く

な
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
り
、
行
っ

て
み
る
ま
で
不
安
で
し
た
。
 

け
れ
ど
も
、
行
く
所
は
ど
こ
も

み
な
日
本
と
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
が
全
然
違
う
す
ご
い
も
の
ば
か

り
で
、
目
の
色
を
変
え
て
見
る
物

が
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
日
が
楽
し
か

？
た
で
す
。
特
に
僕
に
は
こ
の
旅

行
を
通
じ
て
一
番
印
象
に
残
っ
た

所
は
万
里
の
長
城
で
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
他
に
一
緒
に
行
っ

た
中
学
生
の
仲
間
は
み
ん
な
い
い

人
た
ち
ば
っ
か
り
で
、
大
人
の
人

達
や
、
先
生
方
も
皆
、
親
切
に
し

て
下
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
 

最
後
の
日
に
は
、
日
本
に
帰
ら
な

い
で
ず
っ
と
皆
と
中
国
に
い
た
い

気
持
ち
に
な
り
、
帰
る
時
は
ち
ょ

っ
と
悲
し
い
気
分
で
し
た
。
本
当

に
皆
い
い
人
達
ば
か
り
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
も
う
一
度
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
下
さ

り
、
実
際
に
僕
達
と
一
緒
に
行
っ

て
下
さ
っ
た
大
人
の
人
達
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

中
で
見
て
い
る
所
へ

実
際
に
行
っ
た
り
、
 

直
に
触
れ
て
み
た
り

で
き
た
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
だ
け
ど
、
や
は

り
、
た
く
さ
ん
の
人

と
知
り
会
え
た
こ
と

が

一
番
の
収
穫
だ
と

思
い
ま
す
。
 

実
は
、
行
く
前
ま

で
は
、
中
国
な
ん
か

と
思
っ
て
行
く
の
が

め
ん
ど
う
な
気
が
し
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五
所
川
原
交
通
安
全
協
会

(会

長
小
山
内
助
役
)
主
催
の
「
交
通

安
全
大
学
」
が
九
月
二
十
七
日
、

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で

4

二
百
五
卜
名
の
出
席
省
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
大
学
で
は
、
五
所
川

原
笹
察
署
の
交
通
巡
視
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
交
通
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
の
た
の
し
い
寸
劇
の
あ
と
、

単
忠
通
先
生
(
安
全
教
育
研
究
所

長
)
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
、
出
席
者
は
具
体
的
な
わ
か
り

や
す
い
講
義
に
、
よ
り
い

っ
そ
う

交
通
安
全
に

つ
い
て
の
怠
識
を
高

め
ま
し
た
。

交
通

事火事
の直

書を
三無
重く
蓋し
書ま
市し
暴よ
i突っ
E ノ
大・

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協

録

議

会

(会
長
佐
々
木
市
長
)
で
は
、

組

九

月
二
十

一
日
、
市
役
所
前
お
ま

持

つ
り
広
場
で
、
市
民
約
三
百
人
の

る

協

参
加
を
得
て
秋
の
全
国
交
通
安
全

明

暗

運
動
市
民
総
決
起
大
会
を
行
い
、

言

交
通
事
故
の
恨
絶
を
筈
い
合
い
ま

官一

。
そ
の
後
街
頭
パ
レ
ー
ド
を

ム
玄大

行

い
、
交
通
安
全
を
市
民
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
①

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「中
学
生

・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
育
ま
れ
た
心
」

伐
は
今
同
の
旅
行
で
、
す
ば
ら

し
い
大
き
な
体
験
を
し
た
と
思
い

ま
そす
オ1 。
は:

五

一

中

二

年

佐
々
木

明

い
つ
も
は
テ
レ
ビ
の

中
で
兄
て
い
る
所
へ

実
際
に
行

っ
た
り
、

出
に
触
れ
て
み
た
り

で
き
た
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
だ
け
ど
、
や
は

り
、
た
く
さ
ん
の
人

と
知
り
会
え
た
こ
と

が

一
番
の
収
穫
だ
と

思
い
ま
す
。

実
は
、
行
く
前
ま

で
は
、

中
固
な
ん
か

と
思

っ
て
行
く
の
が

め
ん
ど
う
な
気
が
し 来E

た
り
、

他
の
行
く
人
達
と
仲
良
く

な
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
り
、
行

つ

で
み
る
ま
で
不
安
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
行
く
所
は
ど
こ
も

み
な
日
本
と
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
が
全
然
違
う
す
ご
い
も
の
ば
か

り
で
、
目
の
色
を
変
え
て
見
る
物

が
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
H
が
楽
し
か

っ
た
で
す
。
特
に
僕
に
は
こ
の
旅

行
を
通
じ
て

一
番
印
象
に
残

っ
た

所
は
万
里
の
長
城
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

他
に

一
緒
に
行

っ

た
中
学
生
の
仲
間
は
み
ん
な
い
い

人
た
ち
ば

っ
か
り
で
、
大
人
の
人

達
や
、
先
生
万
も
皆
、

親
切
に
し

て
ド
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
、

最
後
の
日
に
は
、
日
本
に
帰
ら
な

い
で
ず

っ
と
皆
と
中
国
に
い
た
い

気
持
ち
に
な
り
、

州
る
時
は
ち
ょ

っ
と
悲
し
い
気
分
で
し
た
。
本
当

に
皆
い
い
人
達
ば
か
り
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
も
う

一
度
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
機
会
を
作

っ
て
下
さ

り
、
実
際
に
僕
達
と

一
緒
に
行

っ

て
下
さ

っ
た
大
人
の
人
達
に
心
か

ら
お
札
を
巾
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

斗'-1&6年10月15115 



焼肉は最高ノ 

九
月
二
十
三
日
、
市
営
毘
沙
門

牧
場
広
場
と
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
 

ー
で
、「第
五
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
牧

場
、収
穫
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
が行
わ

れ
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

開
会
式
の
後
、
毘
沙
門
牧
場
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
五
所
川
原
牛
（黒

毛
和
種
）
の
焼
肉
や
広
域
新
農
業

セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
た
と
う
も
ろ

こ
し
に
舌
鼓
を
う
っ
た
り
、
に
じ

ま
す
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
会
場
を
訪
れ
た
市
民
は
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

秋の味覚を 
満喫 

了二『、 

噺 L まつ ) 
にじますの、つかみど り

 

公
正
で

透
明
な

行
政
を

め
ざ

す
 

「行
政
手

続
法

」
が
制
定
さ
れ

ま
し

た
。
 

ー
十

月
一
日
施

行
ー
 

主
な
内
容
 
『
、
申
請
に
対
す
る
許
可
や
認
可
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
 

口
、
申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
や
営
業
免
許
の
取
り
消
し
等
不
利
益

処
分
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
行
政
庁
よ
り
、
理
由
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
 

日
、
口
の
よ
う
に
不
利
益
処
分
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
聴
聞

や
、
弁
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
 
市
役
所
総
務
課
（
内
線
三
二
三
）
 

平成6年10月15日 6 

曾

意

の
花
か

④

I

つ
も
あ
り
が
と

2
」
ざ
い
ま
す
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

呈
玉
古
堂
美
術
株
式
会
社
（
山
田
春
雄
代
表
）
廿
百
万
円
。
 

〇
株
式
会
社
文
芸
印
刷
（
佐
々
木
達
司
代
表
）
廿
一
万
円
。
 

〇
秋
元
幹
雄
さ
ん
（
西郡
鯵
ケ
沢
町
舞
戸
下
富
田
二
六
ー
一
五
）廿
一
万
円
。
 

⑨
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会
（
葛
西
昭
雄
代
表
）
廿
十
万
円
。
 

⑥
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
日
専
連
五
所
川
原
会

（
宮川
忠
義
代
表
）
廿
サ
ル
ス
ベ
リ
（
赤
・
樹
高
 

四
メ
ー
ト
ル
）
一本
、
サ
ル
ス
ベ
リ
（白
・
樹
高
三

・
五
メ
ー
ト
ル
二
本
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
中
平
井
町
町
内
会
（
小
野重
郎
会
長
）
、
美
し
い
き
も
の
み
つ
わ
廿
三
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
職
員
労
働
組
合
病
院
支
部
（
古
川
勝
文
代
表
）
廿
一
万
」
1
 

千
七
百
九
十
円
。
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
代
表
）
廿
十
五
万
円
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
誠
（
川
端
町
）
廿
十

一
万
四
千
五
百
五
十
五
円
。
 

〇
裏
千
家
青
年
部
津
軽
野
支
部
奉
仕
活
動
委
員
会
（
工
藤
具
知
子
代
表
）
 

廿
四
万
八
千
九
百
ヒ
ト
九
円
。
 

〇
五
所
川
原
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
（
三
浦英
子
代
表
）廿
五
千
四
百
六
十
円
。
 

〇
佐
々
木
千
花
子
さ
ん
（み
ど
り
町
三
丁
目
三
六
）廿
歩
行
訓
練
器
等
二
点
。
 

＠
く
る
み
園
へ
 

〇
加
藤
藤
男
さ
ん
（稲
実
字
開
野
二
一
九
ー
プ
）廿
白
米
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

〇
青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売
囲
五
所
川
原
営
業
所
（
山
谷
幸
治
代
表
）
廿
パ
ン
 

プ
キ
ン
ス
ー
プ
五
ケ
ー
ス
。
 

〇
太
子
商
事
囲
五
所
川
原
営
業
所
（
倉
内
豊
美
代
表
）
廿
一豆
腐
七
十六
丁
。
 

〇
囲
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
北
五
支
部
（
岩
谷
寿
一
代
表
）
廿
り
ん
ご
 

ジ
ュ
ー
ス
十
箱
、
お
む
つ
二
箱
。
 

〇
岡
シ
ョ
ウ
エ
ー
（
原
悠
吉
郎
代
表
）
廿
介
護
器
具
及
び
用
品
。
 

短
 

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

年
近
き
姉
と
語
る
は
町
と
な
り
し

父
祖
の
水
田
の
四
季
の
思
ひ
出
 

番
場
 
允
映
 

朝
露
に
微
塵
を
払
ひ
さ
み
ど
り
の
 

実
生
の
松
は
息
づ
き
て
見
ゆ
 

下
山
 
チ
エ
 

高
山
の
森
を
め
ぐ
り
て
見
は
る
か
 

す
権
現
崎
は
タ
霧
の
な
か
 

山
形
 
礼
子
 

秋
深
き
虫
の
音
細
く
夜
は
ふ
け
て
 

団
地
の
空
屋
を
照
ら
す
月
影
 

大
久
保
勘
一11
 

風
の
立
つ
公
園
に
子
等
遊
ば
せ
て
 

若
か
り
し
母
の
孤
独
を
思
ふ
 

古
川
 
早
苗
 

台
風
の
上
陸
前
に
修
学
旅
行
終
へ
 

て
帰
り
し
息
子
に
安
堵
す
 

三
上
 
幸
子
 

三
校
の
統
合
塔
が
天
を
指
し
中
中
 

生
の
意
欲
高
ま
る
 

小
笠
原
俊
亮
 

わ
が
病
め
ば
八
十
八
の
老
母
は
日
 

に
三
度
づ
つ
電
話
か
け
く
る
 

野
呂
三
枝
子
 

.
 

,
 

秋の味覚を
満喫

第5回
ごしょがわら

牧場収穫
クルメまつり

九
川

4

一卜
」一
一川
、
市
営
見
沙
門

牧
場
広
場
と
広
域
新
農
業
セ
ン
タ

ー
で
、
「
第
托
川
ご
し
ょ
が
わ
ら
牧

り
場
、
収
時
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
が
行
わ

ど

れ
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

が

閉

会
式
の
後
、
毘
沙
門
牧
助
で

つ

制

汗
さ
れ
て
い
る
任
所
川
原作「
(忠

弘

も
利
位
)
の
焼
肉
や
広
域
新
操
業

す

セ
ン
タ
ー
で
ぷ
培
し
た
と
う
も
ろ

ほ

こ
し
に
苫
肢
を
う

っ
た
り
、
に
じ

に

ま
す
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
会
場
を
訪
れ
た
市
民
は
楽

し
い

.
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

公
正
で
透
明
な
行
政
を
め
ざ
す

「行
政
手
続
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ー
十
月
一
日
施
行
|

主
な
内
容

川
、
巾
請
に
対
す
る
許
吋
や
認
可
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

口
、
巾
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
や
営
業
免
許
の
取
り
消
し
等
不
利
益

処
分
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
行
政
庁
よ
り
、
理
由
が
提
ぷ
さ
れ
ま
す
。

J
、
コ
の
よ
う
に
不
利
益
処
分
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
聴
聞

や
、
弁
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
役
所
総
務
課

(内
線
三
二
二
一
)

焼肉は最高/

善
意
の
花
か
ご

ー

と

う

も
あ
り
が
と
う
、
」
ざ
い
ま
す

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
宝
古
堂
美
術
株
式
会
社

(山
山
存
雄
代
表
)
H
百
万
円
。

O
株
式
会
社
文
芸
印
刷

(佐
々
木
達
司
代
表
)
l
一
万
円
。

O
秋
元
幹
雄
さ
ん
(阿
部
鯵
ケ
沢
町
舞
戸
ド
宮
旧
二
六

|
一
丘
)H
一
万
円
。

@
市
教
育
振
興
会
へ

O
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

(ι阿
昭
雄
代
表

)
1
卜
万
川
。

@
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ

O
日
専
連
五
所
川
原
会

(白
川
忠
義
代
表
)

H

H

サ
ル
ス
ベ
リ

(亦
・
樹

ι

問
メ
ー
ト
ル

)

a

本
、
サ
ル
ス
ベ
リ
(什
・
樹
高
二一

・
丘
メ
ー
ト
ル
二

本
。

@
社
会
福
祉
へ

O
中
平
井
町
町
内
会
(小
野
市
一郎
会
長
可
美
し
い
き
も
の
み
つ
わ

H
7
一万
川
。

O
五
所
川
原
市
職
員
労
働
組
合
病
院
支
部

(占
川
勝
丈
代
↑

H
E
-
-
万
三

千
ヒ
斤
九
十
円
。

O
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所

(的
谷
敏
代
表

)
H
卜
五
万
円
。

O
ス
ナ
ッ
ク
誠

(川
端
町
)

H
H
ト

一
万
阿
千
丘
百
丘
ト
丘
川
。

O
裏
千
家
青
年
部
津
軽
野
支
部
奉
仕
活
動
委
員
会

(工
藤
長
知
チ
代
表
)

H
H
川一

υぺ
千
九
マ
ヒ
卜
九
ワ
。

:

'

'

'

l

d:
 

O
五
所
川
原
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
(二
一浦
英
子
代
友
)
H
H
丘
千
四
百
六
卜
円
。

O
佐
々
木
千
花
子
さ
ん
(
み
ど
り
町
三
ア
日
ニ
六
)
l歩
行
訓
練
器
等
二
点。

@
く
る
み
園
へ

O
加
藤
藤
男
さ
ん
(稲
実
字
開
肝
二一

九

|
二

H
h米」ハ
卜
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

O
青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売
附
五
所
川
原
営
業
所

(山
谷
幸
治
代
表
)
リ
パ
ン

プ
キ
ン
ス

ー
プ
五
ケ
l
ス
。

O
太
子
商
事
側
五
所
川
原
営
業
所

(倉
内
豊
美
代
表
)
リ
豆
腐
七
卜
」
ハ
「
。

o間
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
北
五
支
部

(岩
谷
寿

一
代
表
)
リ
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
ト
箱
、
お
む
つ
二
箱
。

0
附
シ
ョ
ウ
工
|
(原
悠
占
郎
代
表

)
1
介
護
器
具
及
び
用
品
。

6 

圃

直面
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五
所
川
原
短
歌
会

年
近
き
姉
と
語
る
は
町
と
な
り
し

父
祖
の
水
田
の
問
季
の
思
ひ
出

寄

場

允

映

川
別
減
に
微
躍
を
払
ひ
さ
み
ど
り
の

実
生
の
松
は
息
づ
き
て
見
ゆ

下
山

チ
ヱ

高
山
の
森
を
め
ぐ
り
で
見
は
る
か

す
権
現
崎
は
タ
霧
の
な
か

u
mv 
礼
子

秋
深
き
虫
の
青
山制
く
復
は
ふ
け
で

団
地
の
空
屋
を
照
ら
す
月
影

大
久
保
勘
三

風
の
立
つ
公
闘
に
子
等
遊
ば
せ
て

梓
か
り
し
母
の
孤
独
を
思
ふ

古
川

早
首

台
風
の

t
陸
前
に
修
学
旅
行
終
へ

て
帰
り
し
息
子
に
安
堵
す

三
k

幸
子

三
校
の
統
合
塔
が
天
を
指
し
町
中

生
の
意
欲
高
ま
る

小
笠
原
俊
亮

わ
が
病
め
ば
八
卜
八
の
老
母
は
日

に
三
度
づ

っ
電
話
か
け
く
る

野
呂
三
枝
子



く
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、
 

（
ォ戸ガ
霧
）
 

●

・
、
ノ
 

（
秦
「
と一

君

⑩
「
イ
チ

イ
」
 

鈴木テルさん 

（広田・藤浦） 

こ
の
一
一本
の
木
は
、
根
が
一
「
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
 

旧
い
家
か
ら
こ
ち
ら
（
引
っ
越
し
て
来
た
時
、
職
人
さ
ん
が
、
根

も
赤
み
が
か
っ
て
い
る
し
、
こ
ん
な
イ
チ
イ
は
初
め
て
で
す
。
め
「
 

た
に
見
ら
れ
な
い
、
と
、
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
 

材
質
も
硬
く
、
な
か
な
か
伸
び
に
く
い
木
だ
と
の
こ
と
で
す
が
、
 

お
ば
あ
さ
ん
が
こ
e
家
に
お
嫁
に
来
た
と
き
か
ら
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
 

イ
チ
イ
は
年
中
、
濃
い
緑
を
見
せ
て
、
い
い
木
で
す
ね
。
 

イ チ イ 

7 平成 6年10月15日 

五所川原市観光協会が 

「社団法人」化へ 

,
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会

（
丸
海

老
祐
造
会
長
）
が
、
県
に
対
し
、
 

身
体
介
護
、
家
事
援
助
な
ど
、
 

六
＋
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
百
人

当
た
り
の
ホ
ー
ム
（
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
、
年
間
利
用
日
数
が
、
二
百

三
十
七

・
一
日
と
、
全
国
の
都
市

中
、
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、九
月
十
六
日
、
 

（
ル
パ
ー
十
五人
を
市
長
公
室
（
 

招
き
、
日
頃
の
体
験
談
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
、
更
に
こ
れ
か
ら
も
、
 

尚
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
 
 

か
ね
て
よ
り
申
請
し
て
い
た
社
団

法
人
化
の
設
立
許
可
書
が
、
九
月

一一
十
一日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
 「虫

お
く
り
と
火
ま
「
り
」
を
は
じ
め

数
々
の
ま
つ
り
を
積
極
的
に
支
援

し
て
き
ま
し
た
が
、
法
人
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
活
動
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

丸
海
老
会
長
は
「
官
民
が
ー
つ

に
な
っ
て
、
市
の
、
多
く
の
観
光

資
源
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

日
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
し

ょ
う
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
第
二
位
は
、
鹿

児
島
県
名
瀬
市
の
二
百
二
十
四

・

六
人
と
な
「
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
市
の
六
十
五
歳
以
上
の

人
ロ
は
、
七
千
四
十
四
人
、
利
用

延
日
数
は
、
 一
万
六
千
七
百
四
人
。
 

（
ル
パ
ー
は
、
二
士
一
名
。
今
後

更
に
四
名
増
の
、
一
一十
六
名
と
な

る
予
定
で
す
。
 

許可書を受ける丸海老会長（右） 

当
市
の
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
利
用
日
数
は
日
本
一
。
 

【観光事業、より、道整iこ.
五所川原市観光協会が

「ネ土団法人」化ヘ

五
所
川
原
市
観
光
協
会
(
丸
海

老
祐
造
会
長
)
が
、
県
に
対
し
、

許可書 を受ける丸海老会長(右)

か
ね
て
よ
り
申
話
し
て
い
た
社
団

法
人
化
の
設
立
許
可
書
が
、
九
月

二
十

一
日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
「
虫

お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
を
は
じ
め

数
々
の
ま
つ
り
を
積
極
的
に
支
援

し
て
き
ま
し
た
が
、
法
人
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
よ
り

一一
周
の
情
動
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

丸
海
老
会
長
は
「
官
民
が

一
つ

に
な
っ
て
、
市
の
、
多
く
の
観
光

資
源
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
J

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

当

↑Z 
ム
戸、

ルパ
i
利
用
日
数
は
日
本

。

身
体
介
護
、
家
事
援
助
な
ど
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
行
人

当
た
り
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
、
年
間
利
用
打
数
が
、

二
百

三
十
七

・
一
円
と
、
全
同
の
都
市

中
、
第

一
位
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
、
九
月
十
六
日
、

へ
ル
パ

l
十
五
人
を
市
長
公
室
へ

い
叩
き
、
日
頃
の
体
験
談
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
、
更
に
こ
れ
か
ら
も
、

刈
齢
者
の
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
を

目
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
し

ょ
う
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
第
二
位
は
、
鹿

川
品
川除
名
瀬
市
の
二
円
二
十
四

・

六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
は
、
七
千
四
十
四
人
、
利
用

延
日
数
は
、

一
万
六
千
七
百
四
人
。

へ
ル
パ
ー
は、

二
十
二
名
。
今
後

吏
に
同
名
刑
の
、

二
十
六
名
と
な

る
予
定
で
す
。

⑩ 

「
イ
チ
イ
」

(オ
ン
コ
ノ
キ
・

ア
ラ
ラ
ギ
)

鈴木テルさん
(広田・ 藤j甫〉

こ
の
二
本
の
木
は
、
棋
が

一
つ
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

旧
い
家
か
ら
こ
ち
ら
へ
引
っ
越
し
て
来
た
時
、
職
人
さ
ん
が
、
根

も
赤
み
が
か

っ
て
い
る
し
、
こ
ん
な
イ
チ
イ
は
初
め
て
で
す
。
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
、
と
、
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

材
質
も
似
く
、
な
か
な
か
仲
び
に
く
い
木
だ
と
の
こ
と
で
す
が
、

お
ば
あ
さ
ん
が
こ
の
家
に
お
嫁
に
来
た
と
き
か
ら
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

イ
チ
イ
は
年
中
、
濃
い
緑
を
見
せ
て
、
い
い
木
で
す
ね
。

イ

7 
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日時 平I戎 6年11月 3 口 （文化の目） 山メく決行

午前10時出発（ 8時～9時受f寸） 

場所 五所川原市 狼野長根公園 

種目 ①小学生の部 lkm・男、（2）小学生の部1 
km・女、（③）中学生の部 3 km・男、（互）中学

生の部 3 km・女、（5）高校生の部 5 km・男、 

⑥高校生の部 3 km・女、（1）一般の部 A 
(35歳未満）5 km・男、（亘）一般の部B (35 
歳以上） 3 km・男、⑨シニアの部（50歳

以上） 2 kul・男、（⑩一般女子てD部 2 km 

表彰 全種目 6 位まで表彰します。 

参加賞、特別賞が多数あります。 

参加費 小・中学生 500円、高校生 1,000円
一般 2,000円 

申し込み・問い合わせ 五所川原市大町36-3 
1 、わや薬局 2階 工藤歯科医院 雪34 - 8883 

申し込み締め切り 10月20日 （木） 

主催 五所川原市 陸上競技協会 

日日寺 

場所 

種目 

表彰 

秋の収穫感謝祭 
日時 平成6年11月 6 日（日）午前 91寺 

ところ 旧 松野木小学校 

＠りんご即売コーナー 午前 9時～午後 4時 

＠野菜類 100円コーナー 
＠ハチミツ即売コーナー 

⑥食堂コーナー 午前11時 

⑥手作り体験コーナー（児童）午前10時～12時 賞品あり 

＠クイズコーナー（児童）午後1時 賞品あり 

＠芸能及びカラオケ大会 午後 6時 賞品あり 

⑥ご来場先着 100名様 

曾マツタケ御飯無料サービス（午前11時） 

主催 松野木学区協議会 

問い合わせ 雪29 - 3995 斉藤 

ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ
ス
コ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
 

九
月
二
十
三
日
、
松
島
町
八
丁

目
婦
人
部
（
新
岡
み
よ
志
代
表
）
 

七
名
と
、
市
立
中
央
小
学
校
P
T
 

A
生
活
部
（
太
田
と
も
子
代
表
）
 

七
名
が
、
松
島
町
中
央
公
園
前
通

り
で
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ

れ
ぞ
れ
百
個
用
意
し
た
手
作
り
の

マ
ス
コ
ツ
ト
や
眠
気
防
止
の
滋
司

ん
ガ
ム
な
ど
を
手
渡
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
 

第11回ごしょがわら産業まつり 
レ日時 11月 2 日（水）-11月 3 日（木） 

開会式 11月 2 日午前9時30分 

>会場 五所川原市民体育館 

〈イベント〉 〇農林物産共進会 〇農産加工 

品即売コーナー 〇誘致企業コーナー 〇西北 

五物産観光展コーナー 〇健康づくりコーナー 

〇五所川原牛宣伝即売会 くつ産業まつり演芸大 

会（11月 2 日） 〇民謡ショー（11月 3 日） 

〇豚汁サービス （ 2 日問）など 

第7回 東日流祭 	 ―ー 
ハイテクの世界へご招待 

ン日時 10月22日（土）、 23日（口） 

午前10時～午後 4U寺 

' >場所 青森職業能力開発短期大学校（飯詰） 

（ポリテクカレッジ青森） 

ン主なイベント 

・テレビ電話体験コーナー 

・制御技術コーナー 

・新素材の展示 

・カラオケ大会やビンゴ大会 

・模擬店など 

>主催 東日，流祭実行委員会 

    

、 

N 
青森職業能力 

開発短期大学校 

コ
コ
 

木
 

金
 

至
 

 

％勿 

   

農
 

五
 

L
ロー

 

 

至市内 
	ノ 

五所川原狼野長根公園クロスカントリー大金 

「みのりの秋」勤労青少年ホーム文化祭 

第21回青森県勤労青少年ホーム合同作品展 

第16回 勤労青少年ホームフェスティバル 

（こしょがわら産業まつりと同時開催） 

[＞日時 平成6年11月1日（火）-3日（木）3日間 

展示時間 1日PM 17 】 00-21:00 
2 日AM 9 :00-21 : 00 
3 日AM 9: 00-15 :00 

>場所 市民体育館（補助競技場） 

ン展示作品 書道・絵1更i・写真・生け花・陶芸 

占11・はがき絵・筆ぺん字・手芸品 

・組み紐・そのI也趣味加工品多数

主催 互所川原市勤労青少年ホーム 菊栄会 

（ホーム利用者の会）雪34 - 3602 

平成6年10月15日 8 

|「みのりの秋」勤労青少年ホーム文化祭|
第 21回青 森県勤労青少年ホーム合同作品展

第 16回 勤労青少年ホームフ ェスティパル

(ごしょがわら陀業まつりと|日l時間併)

b 日時 杓)~とがnl) J111(火)~311 (水)3 1111¥J 

!めJ:;II-;'I'IIIJ 1 11 PM 17 : 00~21 : 00 

2 IIAM 9: 00~21 : 00 

311AM 9:00~15:00 

b場 所 市民体育館(補助競技場)

じ>展 示作品 川辺 ・絵阿 ・写山.:. I!~け花 ・ l刷工ミ:

llh-はがき絵 ・乍 ベん'(:.千-i!J品

・組み紐 ・その他 雌 l床加 I~ "111，多数

五所川以"1勤労庁少年ホーム 荊栄会

(ホーム利用者の会) 宮 34 3602 

ごしょがわら産業まつり
1UJ 2 ，1 (水)~11月 3 日(木)

開会式 11月 2 fl 午前 9日午30分

仁〉会場 五所川原市民体育館

〈イ ベント) 0股 林物産共進会 0山川川111:

J，'，EW:;，'Gコーナー o誘致企業コーナー o州北

五物産観光展コーナー 0他康づくりコーナー

0五所川原牛宣伝即売会 o産業まつり演芸大

会 (11月 2日) 0民謡ショー (11月 311) 

0豚 汁サービス (21111¥]) など

団11回

b主催

|秋の収穫感謝祭 |
日日寺 lJ乙g父6壬1"-11)-J6円 (11)LFI、iij911年

ところ 111松野木小学校

。りんご即売コーナー 午前 9時~午後 411年

@野菜 類 100円コーナー

。ハチミツ即先コーナー

。食堂コーナ- !hiijlll1寺

。手作り体験コーナー(児童)午前10時~121時 賞品あり

@クイズコーナー(山車)午 後 1昨 日'品あり

@芸能及びカラオケ大会 午 後6時J't品あり

@ご来場先新 100~，様

マツタケ御飯無料サービス(午liijllll年)

主 催 松 野 本 中 区 協 議 会

問い合わせ 宮 29 3995 

「第7回東日流祭 | 

L一一ハイテクの世界ヘご招待」
10月22円(土)、 2311(日)

午前10時~午後 411寺

青森職業能力開発生~I期大学校(飯詰)

(ポリテクカレッジ占森)

b主なイベン ト

・テレビ也話体験コーナー

.制御技術コーナー

-新素材の展示

・カラオケ大会やビンゴ大会

. +英援u苫など

じ>主催 東日流祭笑行委品会

じ〉 日目寺

仁〉場所

耳金木_jl 協初 、

， lf直 5222担校
至市内
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七
名
が
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松
山
町
中
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公
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前
通

り
で
、
道
行
く
ド
ラ
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バ
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に
そ

れ
ぞ
れ
百
伺
用
意
し
た
手
作
り
の

マ
ス
コ
ッ
ト
や
眠
気
防
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の
注
意

ん
ガ
ム
な
ど
を
手
渡
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
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|五所川原狼野長根公園クロスカントリー大会|
日時 平成 6年 11月 3日(文化の 11 )雨天決行

午前10時山発 (8 Ik'i'~ 9時 受 付 )

五所川原市 狼野長組公lポ~I

① 小 学生の部 1km .刻、 ②小学生の苦111

km・女 、③ 巾学 生の存113km・刻、 ① lドザ:

生の部 3km ・女 、⑤ !同校生の千fII5 km・刻、

⑤高校生の部 3km • j，z:、⑦一 般 の 部 A

(35歳 未満)5 km ・刻、 ③一般の存IIB (35 

歳以上) 3 km ・刻、 ⑤シニアの部 (50歳

以上) 2 km・刻、⑬一般女子の存112km 

全種目 6位まで表彰します。

参加賞、特別 賞が多数あります。

参 加費 小 ・'1'学 生 500lCJ、日校生 1，000rq

一般 2，000JlI

申 し込み ・問 い合 わせ 五所川以市大 Ulr363 

いわや薬品 2階工牒歯科医院 宮 34 8883 

申し込み締め 切 り 10月20，1 (木)

主催 五所川 原市陸上競技協会

場所

種目

表彰



津軽の海・空・風 

■ 南仏 V9季の花 ■ 

浅 川 祥簾亀是 
・☆と 	き 	10)J 1 II( I:)-29lI目J 

（午前 9時30分～午後 6時、日曜はお休み, 

☆ところ ~画廊喫茶 野村功叫F店 

（本町「h 二駐車場向かい） 

レ
レ
レ
 

五所川原市史ミニシンポジウム 

飯詰城をめぐる諸問題 
五所川原市域の中世を考えるうえで重要な飯 

詰城について、「五所川原市史」史料編Iの成果 

をJs、まえながら総合的に再検討する。 

日 時 11月 5 日（ D 午後 1時30分～4 時30分 

（入場無料） 

会 場 飯詰コ ミュニティセンター 

講 演 演題 「（仮題） 中世城郭研究の現状 

と飯詰城跡」 

講師 市村高男（中央学院大学助教授） 

コメント ① 「北方の都市世界一人と文化のネ 

ッ トワークー」 

斉藤利男（弘前大学助教授） 

② 「考古学の立場から」 

小山彦逸（五所川原市史編集協力者） 

③ 「表採陶磁器をめぐって」 

半沢 紀（五所川原市史編集協力者） 

④小口雅史（司会・弘前大学助教授） 

主 催 五所川原市史編纂・編集委員会 

五所川原市教育委員会 

問い合わせ 五所川原市史編纂室 廿 34-3256 

半島活性化シンポジウム 

'94ln津軽 
10月20日（火） 1211.芋より 

J5、るさと交，充圏民センター 

・記念講演 講師 三上 寛 氏 

●パネルディスカッショ ン 

．ア トラクション ●交流会 

「講師・ 三上 寛プロフィー  ル 

1950年小泊に生まれる。 五所川原高校を

卒業後、上京。 強烈な個性を開花、 フォー 

クにロックに執筆に、映画にと大活躍中。 

マルチタレントとしても人気を集めています。 

9 平成6年10月15日 

「文 化 講 演 会 
ン日 時 10月23日（日） 午後 1日寺 

（入場無料） 

レ場 所 五所川原市中央公民館 

レ講 師 市川金丸氏（青森県考古学会会長） 

レ演 題 「漆文化と三内丸山遺跡」 （仮題） 

レ研究発表 熊谷充夫氏（北奥文化研究会会員） 

「岩木川の水源山について」 

レ主 催 北奥文化U干究会 

,,,,,,""""""""" ’●” ' 

f 市立高等看護学院 

I 第4回 看学祭 I 

よ 学院祭実行委員会・自治会 f 

,,p,,,,,""""""""'pppp 

新手の風俗商法出現グ 

ツーショットダイヤルや
有害ビデオ・雑誌の

自動販売機を 

なくしよう” 
市青少年問題協議会・地区防犯協会

五所川原警察署 
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I日時器 H()篇 u 算纂篇 I 

f 会場 市働く婦人の家（市内新町） 

f テー マ  心のかけはし 

よ イベント（講演） 	 よ 

I驚験器競 (H(H維驚0分）』 
よ そのほか、「喫茶コーナー」、「バザー」、 f 

f「健康チェックコーナー」、「軽食コーナー タ 

鴛簿ミ夢＃纂謝畦 
g 皆さんのおいでをお待ちしていますク f 

日時 10月29日（土）午後1時～午後5日寺 

10月30日（日）午前10時～午後 311寺

会場 市働く婦人の家（市内新町） 

テーマ 心のかけはし 

イベント （講演） 

織田 隆玄先生（29日 午後1時40分） 

滝野沢直子先生（30日 午後1時） 

そのほか、「喫茶コーナー」、「バザー」、 

「健康チェックコーナー」、「軽食コーナー 

(30日）」など楽しいイベントがたくさん・・・ 

また、中・高校生への「看護の道」進

路相談も行います。 

皆さんのおいでをお待ちしていますク 
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「五所川原市史ミ二シンポジウム一一「

L____飯詰城をめぐる諸問題」
丘所川原rli域の111世を与えるう えで重要な飯

I{r'j城について、「五所川 原市史」史料編 Iの成果

をふまえながら総合的に i写本会社す る。

日時1l]J511(1:)午後 111、子30分 -4 1I~'t 30分

(メJι;カ!馬車千)

会場 飯計コミュ ニ ティセンター

講演 演題 r (仮題) 11-1世城郭研究の現状

と飯詰城跡」

品川 市中J高山 (111央 j圭院大学助教授)

コメント ①「北 }Jの打I)dit世界 人と文化のネ

y トワーク一一」

斉 J!渡利 ソj (弘前大予助教奴)

②「考古学の立場から 」

小山彦逸 (丘r1f)11原市史編集ー協力行)

③「表保陶磁絡をめぐ って」

、ドY尺 キ己(丘所川原rli史制集協力省)

④ 小円雅史 (I;J会・弘riij大学助教段)

主 催 1;_所 川 原 市史編集 ・編集委員会

/i_所川 原市教育委員会

問い合わ せ 五所川原市史制纂室 宮 34-3256
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と き 10) J 2011 (火) 1211、子より

ところ ふるさと交流圏民センター

内容・記念講演 誹f:rli 三 |二寛氏

・ノfネルテ、イスカ y ション

・ア トラクション ・交流会

講 師・三上寛プロフィール

1950{1ミ小 ?IIに生まれ る 。 五所川 原高校を

学業後、 上点。 強烈な個性 を開花、 フォー

クにロックに執筆に、 映画にと大活脳中。

マルチタレントとしても人気を集めています。

9 平成6年lOfl15日

文 化講演 ム一
A

じ〉 日 時 10川 23FI (11) 午後日時

(入場無料)

c>場 所 [j_所川原市中央公民館

c>講 宮市 rli川 金丸氏(汗森県与古学会会長)

じ〉 演 題 「漆文化と 三 内丸山遺跡」 (仮題)

c>研究発表 熊 谷 光 夫 氏 ( 北 奥 文 化 研 究 会 会 員 )

「岩木川 の水源山 に つ い て」

c>主催 -It奥文化研究会
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f 市立高等看護学院 p 
t -- -- ----_---ーー “. -- t 

i 第4回看字祭 i 
i日 時 10月2911(土)午後 1時~午後 5時 i
T 10月 30ll(Il)午前10時 ~ 午 後 3時 p

i会場 市働く婦人の家(市内新町) 3 
3テー マ 心のかけはし ょ
よ イベント (講演) ~ p 

t織田 隆 玄 先 生 (29日 午後 1日制 O分) i 
P滝野沢直子先生 (30日 午後 1時 ) t 

よ そのほか、「喫茶コーナー」、「バザー」、 3 
3「健康チェックコーナー」、「軽食コーナー 3 
300n)」など、楽しいイベントがたくさん よ

P また 、中 ・!同校生への「看護の道」進 i
P路 相 談 も 行 い ま す。 t

i 梓さんのおいでをお待ちしていますグ 3 
3 学 院 祭 実 行 委 員 会 ・白治会 i 
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南イム

浅川
四季の花・

祥第3回
作品展

τたとき 10)J 1円U:)-29H仕)

(午前 9時30分~午後 6時、日限はお休み)

カ ところ 画廊l喫茶野村蜘排底

(本町中三駐車場向かい)

:新手の風俗蒔法出現.ゲ (

ツーショットダイヤルや
有害ビデオ・雑誌の

自動販売機を

なくしよう!!
市青少年問題協議会・地区防犯協会

五 所 川 原 警 察 署



新しい図書が入りました 
書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

図説日本未確認生物事典 笹 間 良 彦 創 造 の 小 径（1・2) 田 中 日佐夫 

ジ ンギ 

日 本神祇 由 来事典 川 口 謙 二 
大 相 撲 星 取 大 鑑 
昭 	和 	編（ 1・2) 小 池 謙 一 

日 	本 	の 	成 	立 「上
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ん
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界
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平
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赤 木 かん子 

韓 国 近 い 昔 の 旅 パ
神
 

ャ谷
 
」
丹
 
ジ

路
 

お 話 を 子 ど も に 松
 
岡
 
？
享
 
コ
子
 

大 	往 	生 永 	六 輔 志 	賀 	直 	哉（上・下） 阿 川 弘 之 

官 	 僚 日本経済新聞社 機 	関 	車 	先 	生 伊集院 	静 

だれがサダムを育てたか 
アランノ・ 
フリードマン ね む り ね ず み 近 藤 史 恵 

「超」価格破壊の時代 長
谷
川
 
慶
太
郎
 

刊
昭
」
 
磐

柿
 

高 村 	薫 

バッイチの子供たち 
TB Sラジオ 

「ミッドナイトパーテイー」 秀 	吉 	暗 	殺（1 -3) 山 田 智 彦 

過ぎてしまえば短い一生 樋 口 恵 子 緋 	の 	風 祐 未 みらの 

ホーム レスになった 金 子 雅 臣 お し や べ り な 時間 小 宮 悦 子 

障害者に迷惑な社会 松 兼 	功 絶 滅 女 類 図 鑑 橋 本 	治 

知 	の 	技 法 小 林 康 夫 受 験 期 	の 	J息、 子 久 田 	恵 

蝶 Living in Japan 石 川 茂 樹 
丸谷才一と17人のちかごろ 
ジャーナリ ズム大担ニ半リ 丸 谷 才 一 

すてきなあなたに（3) プ
鎮
 
コ
子
 

大
 
橋
 

日本一短い母への手紙 丸 岡 	町 

も っ と魅カ的にな る 
お し や れ ノ ー ト 

”
愛
 
”
甲
 
子
 

照
  

ス ロ ー ワ ノレ ッ の 川 
ロバート・ジエームズ・ 

ウオラー 

うホうーっか流 
台 所 の リ ス ト ラ 術 
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”
柄
 
“

仁
 
ノ
之
 
“

助
 

ビッグ・ノーウエア（上・下） ジエイムズ・エルロイ 

ボカシ肥のっくり方使い方 農山漁村文化協会 将 	軍 	の 	娘 ネルソン・デミル 

冷害に勝っイネづく り 農山漁村文化協会 白衣の騎士団（上・下） コナン・ドイル 

r Lー ー話ープ r~I .1 -」、 ニ＃由
大目つしイ手り句 ！レルに七二語崖 

アレルギーとうまくつきあっている方、現在 

悩んでいる方、興味のある方、聞しvて話してみ 

ませんか．ク 

テーマ「アレルギー、放っておいても大丈夫？」 

講師 国立岩木病院 黒 沼 忠由樹先生 

とき 10月29日（土） 13 : 30-15 : 30 

ところ 市保健センター（働く婦人の家1階） 

内容 講演とディスカッション 

料金 資＊斗代として300円 

※保育室も準備して 1i、ます。子供さんと 

一緒にどーぞ。 

（おやつ代込みで1人 200円です。） 

主催 五所川原地域アトピーの会 

問い合わせ 胃0173-34-5026 蒔苗 

第14回五所川原市 

少年の主張発表大会 
明日を担う小学生・中学生の少年たち

が、家庭生活・学校生活及び」也域社会の

ふれあいの中で、 日ごろ考えていること

を発表する大会てH一。市民のご来場をお

待ちレています。 

・日 時 月勾戎6年11月11日（金） 

午後 1時～ 

・場 所 働く婦人の家（3階ホール） 

・入場料 無料 

・問い合わせ 総合サービス課 

（内線281・282) 
ノ 
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新しい図書が入りました 五所川原市立図書館
書 名 著 者 ~ 

図説日本未確認生物事典 笹問 良 彦

ジンギ
日本神 祇 由来事典 ) /1 |コ 謙二

日 本 の 成 jL 
ウエ ヤマ

上 /1/ 春平

韓国近い昔の旅
カミ ヤ 二〆

神 谷丹路

大 往 生 河く 六輔

r国ムー， 僚 日本経済新聞社

だれがサダムを 育てたか
アフン ・

フリードマン

「超J 価格破壊の時代 長谷川慶太郎

パツイ チの 子供たち
TBSフジオ
「ミッドナイトバーティーJ

過ぎてしまえば 短い一生 樋 口 恵子

ホームレスになった 金子雅 臣

障害 者に 迷惑な社会 松兼 功

知 の 技 法 小林康夫

蝶 LIvIngIn Japan 矛i ) /1 茂樹

すて き な あ なたに (3)
ンズ コ

大橋鎮子

もっ と 魅 力 的になる アイ コウ

お しゃれノー 友~ 甲 照子

うおっか流 魚ウオ 柄ツカ 仁ジン之ノス助ケ
台所のリストラ術

ボカシ肥のっくり方使い方 農山漁村文化協会

冷 害に勝つイネづくり 農山漁村文化協会

矢口って得する f刊レ去j講座

アレノレギーとうまくつきあっている方、現有

悩んでいる方、興味のある方、聞いて話してみ

ませんか//

テーマ 「アレノレギ一、放っておいても大丈夫つ J

講師 国立揖木病院黒荊}!~由樹先生

とき 10月29日(土) 13: 30~ 15 : 30 

ところ 市保健センター(働く婦人の家 11併)

内容 講演とディスカ ッション

料金 資料代として300/JJ

※保育室も準備しています。チ供 さんと

一緒にどーぞ。

(おやつ代込みで 1人 200/TJです。)

主催 五所川原地域アト ピーの会

問い合わせ宮017334 5026 時前

書 名 三宮 者 ギI

創造の小径(1・ 2) 田 同l 円柱夫

大 中11 撲 H 取 大 鑑
小池謙 一Ilt~ 干日 紛品 ( 1 ・2)

かんこのミーミー 赤木 かん f世界児 li1i 文学史

お話を子どもに 松 岡 享子

iI己ヒA、 賀 直 哉 U~ . 下) |珂)/1 弘之

機 関 車 先 生 伊集院 静

ね む り ね ず み 近藤史恵

テリ ガキ

高村 業P日召 析1

秀 τrと1 H音 殺(1 "-' 3) 11/ 田 智彦

相ド の 風 祐未みらの

お し ゃ べ りな時間 小宮悦子

出色 滅 女 類 図 鑑 橋本 1今

戸〉ι. 験 期 の ，@!、 子L 久 同 '干じhA-、

丸谷才一と17人のちかごろ
丸谷 才 一ジャーナ リズム人;批判

日本 一短 い母への手紙 丸岡 /Df 

スローワノレツの 川
ロノ〈ー卜・ジェームズ・

ウォラー

ビッグ・ノーウェア(上・下) ジェイムズ ・エルロイ

将 軍 の 娘 ネノレソン・デミ/レ

白衣の騎士団(上・下) コナン ・ドイノレ

「一第14回五所川原市一「

L少年の主張発表大会J

I]}J /-1を刊う小学生 ・刊 I学生の少年たち

が、家庭生前 ・学校生日必び地域社会の

ふれあいのrl'で、 /1ごろ考えている こと

を発表する大会です。 I/'1!-'亡の ζ )JZ場をお

千守ちしています一。

・日時 半 h¥i:6年l1)J11/1(金)

午後 1時~

・場所 働くあli人の家 (3/併ホーノレ)

・入場料 無事|

・問い合わせ 総今サービス説

(戸、協弘281・282)
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国民年金にご加入の自営業者の皆さまへ 

, 

国民年金の上積み年金（国民年金基金）に加入しませんか 
国民年金基金は、「国民年金法」に基づく自営業者のための公的制度だから安心ノ 

× 

自営業者の皆さまには、新たに国民年金基

金に加入することにより、年金を上積みする

ことができます。国民年金と国民年金基金の

セットでサラリーマン並みの年金を確保して、 

安定した豊かな老後を実現しましょう。 

●受け取る年金、支払う掛金の両方に税制上

の優遇措置があります。 

受け取る年金には「公自勺年金等控除」が適

用され、扶養配偶者のいる65歳以上の方で収

入が年金だけの場合、およそ320万円まで所

得税がかかりません。 

掛金も全額「社会保険半斗控除」の対象とな

り、所得控除が受けられます。 

●ご自分の将来設計に合わせて年金をつくる

ことができます。 

加入後、加入口数を増減することにより、 

掛金を調整できるのも大きな特裡女です。万―

掛金を糸内めら才しなくなっても、納めた分は必、 

ず年金として支給されますので確実な老後保

障につながります。 

国民年金基金についてのお問い合わせ（ハンフレットもあります） 

j 030 青森市古刀は 21-8 読売青森ビル 5F 青森県国民年金基金公O177-77-170O 

ノ 

農業用免税軽油交付申 請受付 

I杓戎 7 年に使用する農業月杉セ税証の交付申請 

書を次により受イ寸します。 

ン場所 五所川原市栄町10 

青森県五所川原合同庁舎 1階相言炎室 

ン日時 平成6年11月11日 

午前91寺から午後 3時まで 

申請用紙は県税事務所、農業協同組合及び軽 

油販売店にあります。 

※農協、販売店に申請書の提出を依頼される方 

は、 申請書の受イ寸日前に農協、販売店へ提出し 

てください。 

＞問い合わせ 

五所川原県税事務所間税課 

公 :i 2111 （内紡ミ 207・208) 

幼児教育の大事なとき 

3歳になったら幼稚園へ 
五所川原市私立幼稚園協会 

l,願書配布 10月15日～ 

レ願書受付 11月 1日一ー 

※詳しいことは、 各幼稚園へ。 

ひまわり幼稚園（元町雪⑨5O80番） 

富士幼稚園（みどり町 8丁目合の7974番） 

五所川原幼稚園（唐笠柳容⑩51 50番） 

聖心幼稚園（末広町電⑨2222番） 

ご存じですか！検察審査会 」 
交通事故・詐欺・おどし等の犯罪による被害 

にあい、警察や検察庁に訴えたが、検察官がそ 

の事科ニを起訴してくれない。 

この様な不満をお持ちの方のために検察審査 

会があります。 

お気軽にご相談ください。費用は無料一で秘密 

は固く！守られます。 

お問い合わせは 

弘前市大字下白銀町 7 

青森地方裁判所弘前支部内 

弘前検察審杏ご会 雪01 72-32-4321 

消防用設備等のエ事 
又は整備に関する講習 

講 習 日 11月22 H（火）一第 1種及び第 2 種 

11月24日（木）一第 3種 

11月25日（金）一第 4種及び第 5 種 

い講習会場 青森市新町
2丁目8-26 

青森県火災共済会館 

〇受付期間 10月21日（金）-11月 4 日（金） 

※願書及び申し込み書は消防本部及び消防署に

あります。 

なお、詳しいことは消防本部予防課 ”35 
2019（内線25・27）へお問い合わせください。 

11 平成 6年10月15日 

国民年金の上積み年金(国民年金基金)に加入しませんか
国民年金基金は、 「同民年金法」に基づ、く自営業者のための公的制度だから安心/

1'1 引業者の梓さまには、新たにい司民年金)，~

合にか11人することにより、年金を l二柏みする

こ とがで きます。 l判民年令と|正比例主命，)，1:;金の

セ ッ トでサラリーマン政みの年金を確保して、

安定したなかな老後をみ:現しましょう 。

・受け取る年金、支払う掛金の両方に税制上

の優遇措置があります。

受 け 取る年金には「公的 年余等控除」が迎

川され、扶養配偶者のいる65歳以上のβで収

入が年金だけの場合、およそ320万円まで所

得税がかかりません。

掛金も全額「社会保険料控除」の対象とな

り、所 特控除が受けられます。

- ご 自 分 の 将 来 設 計 に 合 わ せ て 年 金 を つ く る

ことができます。

力11人後、力lし人 11数を削減することにより、

掛金を調整できるのも大きな特徴です。 万 一

掛金を納められなくなっても、納めた分は必

ず年金として支給されますので確実な老後保

障につ ながります。

国民年金基金についてのお問い合わせ (パンフレットもあります)

干030青森市古川1-21-8 読売青森ピノレ5F 青森県国民年金基金 宮0177-77-1700

「農業用免税軽油交付申請受付1
平成 7年に使用する農業用免税証の交付申請

II-;~を次により受付します。

じ>場所 五所川 原市栄町 10

青森県五所川原合同庁舎 1階 相 談室

[>日時平成6年 11月11日

午前 9時から午後 3時まで

中訪用紙は県税事務所、農業協同組合及び軽

油販売屈にあります。

※I民協、販売1古に司1言ihIFの挺山を依頼される方

は、 ql訪詐の受付日前に政協、j坂フヒ府へ 促出し

てく ださい。

じ>問い合わせ

五所)11 原県平見::nÇ;f~PJí'n月平~~融

宮 342111 (内線 207・208)

幼児教育の大事なとき

3歳になったら幼稚園へ
一五所川原市私立幼稚園協会-

b願書配布 10J J 15 fl -

!>願 書受付 11fJ1/1-

※ J下しい こ とは 、各幼枚以lへ 。

ひまわり幼稚園 〈元町宮⑪ 5080番〉

富 士幼稚園 〈み ど り町8丁 目宮⑪ 7974番 〉

五所川原幼稚園 (唐笠柳宮@5150番〉

聖心幼稚園 (末広町宮⑪ 2222番〉

11 '1>:成 6jnOJl1511

|ご存じですかf検察審査会 |
交通事故 ・詐欺 ・おどし等の犯罪による被害

にあい、特妻美や検察庁に訴えたが、 検察官がそ

の 事 件 を 起 訴 し て く れ な い。

この織な不満をお持ちの方のために検察審査

会 があります。

お気峰にごヰ11談ください。 費用は無料で秘密

は聞く守られます。

お問い合 わせは

弘前市大字下門銀町ー7

青森地 方裁判所弘 前I支部内

弘前検察審査会 宮 0172-32-4321

「消防用設備等の工事 | 
文は整備に関する講習」

0講 習 日 11月22日(火)ー第 1種及び第 2種

11月24n (木)ー第 3種

11月25日(金)ー第 4種及び第 5穐

0講 習 会 場 一

背森市新町 2丁 目8-26

青 森 県 火 災 共 済会 館

0 受付期間 10刀 21 日 (金) ~11月 4 日(金)

※願書及びIjlし込み在は消防本音1I及 び 消 防 署 に

あります。

なお、詳しいこ とは 消 防 本 部 予 防 諜 宮 35-

2019 (内線25・27) へ お問い合わせく ださ い。
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l畿，象〕する健康相談室へどうぞ 

＞対象 五所川原にお住まいク叱方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

＞内容 血-J王相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話し 

＞料金 無 半斗 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開 催 場所 開催月日 開催時間 はなしの 
テーマと時間 

一野坪集会所 
10月25日 

（火） 

12 : 30-- 
14 】 00 

健康体操で心も身体
も若々しく！ 
(13 : 30-li : 00) 

婦人ホーム 
（飯詰） 

11月 2 日 

（水） 
13 : 00- 

14 : 00 

元気が一番！心臓病 
の予防 

(13 】 40-14 : 00) 

コミュニテイ
センター三好 

11月 2 日 
（水） 

u:oo-- 
12 : 30 

糖尿病の話 
〈尿検査実施〉 
(11 : 00-il : 30) 

高瀬集会所 
11月 4日 
（金） 

11:00- 
12 : 30 

糖尿病の話 
〈尿検査実施〉 
(11 : 00-ii 】 30) 

種井集会所 
11月 7 日 
（月） 

10 : 30- 
12 : 00 

ころばぬ先の骨粗し 
よう症予防 
(11 】 30-12 : 00) 

藻川公民館 
11月 7 日 
（月） 

11: 00--- 
12 : 30 

ねたきりにならない 
コッをみっけましよ 
5 (ii : 00-u : 30) 

石畑集会所 
11月 9日 
（水） 

12 】 30- 
14 : 00 

コレステロールと上
手なおっき合い 

(12 : 30-13 : 00) 

覇生活講座受講生募集働く婦人の家 

収集月日 収 集 区 域 
申し込み
締め匂］り 

11月 8 日 旧市内、湊、湊団地、小曲 

10月26日 

11月11日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 

みどり町、雇用促進住宅 

11月15日 
七和、梅沢、長橋（興隆）、 

栄、松島 
11月 9 日 

11月18日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 

>出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ド、 タンス、 イス、 テーフ’ル、 ミ シン、 

ジュータン、才凡、空ドラム缶、 自転車、石油

ス トーフ’、 スノーダンフ。 

ン出せない物 リャカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイヤ、 ボイ ラー、 タタ ミ、 

ス トーカー 

ン申し込み 保健環境課（内糸泉269番） 

ン粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告

と名札のない物1は、収集しませんJ 

レ各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。 

収集日の朝8時まで出してください。 

⑨申し込んで残った品！物は翌日回収します。 

中国帰国者のための 
特別身元引受人、自立指導員、 
自立支援通訳を募集します。 

一 Il．お弁当作り教室  10月27日（木） 

r 

,．季節の料理教室  11月 4 日（金） 

～秋の味覚を食卓いっぱいに～ 

1,2とも、 日程は同じです。 

時間 

昼 の 部 10 】 00-12 : 00 

夜 の 部 18: 30-20: 30 

講師 三 森 敬 子一 

（青森県食改推進員連絡協議会常務理事） 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性 

持参する物 ェプロン、三角巾、容器、メモ用具 

受講料 無料」（但しオオ料費は各自負担） 

締め切り 定員になり次第締め切らせていただ 

きます。 

主催 青森婦人少年室・働く婦人の家 

申し込みと問い合わせ 

f動く婦人の家（五所川原市新町一）雪35 - 8898 

永住帰国を希望している方々の早期の帰国受

入れと、帰国後の定着自立を実現するため、大

勢の方が応募してくださるようお願いします。 

1 特別身元引受人 身元を引き受けて、相談に

応じたり、生活に関する指導を行っていただ

く方です。 

2 自立指導員 生活習慣等の助言や指導をした

り、 中国帰国者世帯の定着自立に協力してい

ただく方です。 

3 自立支援通訳 正確な会話が必、要とされる場

合に日中両国語の通訳を行っていただく方て二

す。 

問い合わせ 市民課（内線 276) 

青森県生活右嘱祉部匡H呆・ 
援護耕1援護調査班 

代表 0177-22-1111 内線 2296・2297 

平成 6年10月15日 12 

ミ-する健康棺談室へどうぞ|
じ〉対 象 五所川原 にお住まいの方で、ご白身及

び家族の身体ぐあいの ' j ~で心配されているD

[>内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

健康につ いての訴し

仁〉料金 無料

仁〉持参するもの 健康手帳(お.J<J'ちの)J)

保健婦が相 談に応じます

開催場 所開催月 日開催H寺間
はなしの

T-?とH寺院[J

健康体操で心も身体

一野I平集会
所 10月251::1112: 30 

(火) 14 : 0 
。も若々しく 1

(13 : 30~ 14 : 00) 

元気が一番 1心臓病
婦 人ホーム 11月2n 13 : OO~ 

(飯詰) (水) 14 : 0 。の予防
(13 : 40~ 14 : 00) 

コミュニアイ 11月2日 11 : OO~ 
糖尿病の話

センタ一三好 (水) 12: 30 
(尿検査実施)
(11 : OO~ 11 : 30) 

高瀬集会所
11月4日 11 : OO~ 

糖尿病の話

(金) 12 : 30 
(尿検査尖施)
(11 : OO~ 11 : 30) 

種 井集会所
11月7日 10: 30~ 

ころばぬ先の'1'1

(月) 12: 00 
ょう症刊妨
(11 : 30~12 : 00) 

言奈川公民館
11月 7LJ 11 : OO~ 

ねたきりにならない

(月) 12: 30 
コツをみつけましょ
う(11: OO~ 11 : 30) 

石畑集会所 11月9日 12: 30~ 
コレステロールと 1-

(水) I 14: 00 
手なおつき合い

(12 : 30~ 13 : 00) 

E草原吾輩賓JEE32ヨ眠園開問開
|1.お弁当作り教室1 10月 27円(木)

~お弁当にも秋の季節感を ~ 
12.季節の料理教室111月 4日(金)

~秋の味党を食卓いっぱいに~

1、2とも、日 程は同じです。

時間

昼の 部 10: 00~12 : 00 

夜の部 18: 30~20 : 30 

講師 三 森敬子

(青森県食改推進員連絡協議会常務理事)

対象者 市内に住 所又は勤務先を有する女性

持参する物 エプロン、 三 角巾、容器、メモ用具

受講料 無料(但し材料費は各自負担)

締 め切り 定員に なり次第締め切らせていただ

きますn

主催 青森婦人少年室・働く婦人の家

申し込みと問い合 わせ

働く婦人の家(五所川原市新H可) 宮 35-8898 

収集月日 収集区域 車申帝 し:i.6み
め切り

11月 8日 旧市内、 j奏、湊団地、小曲

若葉、松島町(吹畑含む)、
10月26日

11月"日
みどり町、雇用促進住宅

11月15日
七和、梅沢、長橋(興隆)、

栄、松島
"月 9日

飯詰、毘沙門、=好、 中川|
"月 18日

(桃崎)、長富

阪出 し で もよい物 洗濯機、冷蔵庫、 テレビ、

ベッド、タンス 、イ ス、テーブル、ミシン、

ジュータン 、机、空ドラム缶、自転卓、石illl

ストーブ、スノーダンプ

じ〉 出 せ な い 物 リヤカ一、農機具、バイク、ホ

ームタン夕 、 干I干タイヤ 、 ボ、イラ一 、 タタミ、

ストーカー

1>申 し 込 み 保健環境課(1人j線 2691'f干)

1>粗大ゴミには名札をつけてくださし、。(I! 1告

と名札のない物 は 、収集 しませんJ
1>各家庭からの粗大ゴミは 3個 ま で と し ま す。

収集 11 の朝 8 時 まで;' ，~B してください 。。111し込んで残った品物は翌 日回収 します。

|中国欄者…特別身元引受人、自立指導員、 I

自立支援通訳を募集します。 I

永住帰国を希望している方々の♀期の州凶受

入れと、帰国後の定着自立を実現するため、大

勢の方が}，t:募してくださるようお願いします。

1特別身元引受人 身元を引き受けて、相談に

応じたり、生活に関する指導を行っていただ

く方です。

2 自 立指導 員 生活 梓出 等の 助言 や指 導を した

り、 中国帰国者世帯の定計自立に協力してい

ただく方です。

3自立支援通訳 正確な会話が必要とされる場

合に 11中 両 凶器の通訳を行っていただく方で

す 。

問 い 合 わ せ 市 民 課 ( 内 線 276)

青森県生活栴祉膏11阿保 ・

援護課援護調査腕

代表 0177-22-1111 内線 2296・2297

平成6年10)11511 12 



イ 且①月神金肖 

叉下  市役所公35-21 11 

す く す く 健診 
6 カ月児健診と 2歳 6 カ月児健診の際に、母 

（保護者） と子供さんの歯科健診がありますの

で、 なるべく保護者の方がご同科三くださるよう

にお願いいたします。 

ン場所 市保健センター（新町バス停前） 

レ時間 ノ受イ寸12: 30から12 : 45まて4 

>持参するもの 

母子健康手帳、バスタオル。 

02歳 6 カ月児、3歳児には個人通知します。 

03歳児健診の場合は同封のアンケートを記

入し、尿を小ビンに入れて持参ください。 

※注意① 3 カ月児健診に来られなかった方は、 

神経芽細胞腫（小児がん）の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

ください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3力月児 
HG年 

7月生まれ 

H6年 
11月 8 日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6カ月児 
H6年 

4月生まれ 

11月15日 

（火） 

離乳食の試食 
母と子の歯科診察 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 

10月生まれ 

11月21日 

（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 

5月生まれ 

11月22日 

（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

2歳 

6カ月児 

H4年 

5月生まれ 

11月11日 

（金） 

母と子の歯科診察及

び相談 身体計測 

3 歳児 
H3年 

5月生まれ 

11月17日 

（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、‘悩みど’とは保健センタ 

ー “母と子の木目談日 （第 1・3 水曜日）”も御利

用ください。 

13 平成 6年10月巧日 

かな こ 

高橋奏子ちゃん（松島町2丁目） 

母・春美さん 歌と絵本がとても好きです

ね。最近：は「年いくつ？」 と聞くと、ノ」、さな人

さし指を1本立てたり、名前を呼ぶと「ハイッ」 

とJ十手を上げたり、 もう元気いっぱいなんです

よ。 

11月の保健センター相談日 
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、 ゆっ

たりした気分で相談が受けれます。 どうぞご利

用くノと三さい。 

種 開 	設 	日 内 	容 

母：と子・の

木目 言炎 日 

第1・第 3（水） 

11月 2 日・16日 

10時～12時 

13時～15時 

（第3 の午後は

予糸ぐ井目談です） 

乳児・幼児の発

達相談、育児の

相談、お母さん

の悩みごと相談

など 

成 人 の

本目 談 日 

第 2（水） 

11月 9 日 

10時～12時 

13時～15時 

血圧の相言炎、食

事の相談、心身

でご心配なこと

など 

予約相言炎は随時、電話で受けイ寸けます。 

今月の市税納期は次のとおりです 

市県 民税 第3 期 10月 1 日～相月引日 

国民健康保険税第4期 10月 1 日～10月引日 

神無月

市役所 n35-2111

すくすく健診 | 
6ヵ}]山健診と 2歳 6ヵ)J児健診のl燦に、 1:土

(保護者)とチ供さんの歯科他診がありますの

で、なるべく保護者の)Jがご同伴くださるよ う

にお願いいたします。

じ>場所 rlî保健センター(新H汀パスイ~>，ì1I)

c>時間 受付12: 30から 12: 45まで

じ〉持参するもの

母子健康手帳、パスタオノレ。

02歳 6ヵ月 児、 3歳児には個人通知します。

03歳 児健診の場合は|司封のアンケー卜を記

人し、尿を小ビンに入れて持参ください。

※注意① 3ヵ月 児健診に米られなかった方は、

やl'経芽細胞I1重(小児がん)の検査セットを、町

子健康手l阪を持参のうえ保健環境課窓 1--1にも

らいにきてください。

② 病気味養'1' (特に伝染性の病気)のお子

さんはご遠」芭ください。

③不月)Jt，J:，点は、イ公健環境課にお山l¥t、合わせ

ください。

月 齢 対象児 Jt!1 fl i:な内谷

3ヵ月児
l-I6年 l-I6年 小児科診察、神経芽

7月生まれ
11月 8円 細胞腫セット配布、 l

(火) 育児情報交換等

l-I6年 11月 15~
離乳食の試食

6ヵ月児 母と fの歯科診察
4月生まれ (火) 発注相談等

1歳児
l-I5年 11月2111 育児情報交換

10月生まれ (月) 発達中11談等

1歳 日5年 11月22日
小児科 ・歯科診察

丈夫な歯と顎になる

6ヵ月児 5月生まれ (火) ためのお話

2歳 l-I4年 11月11円 I:}と子の1術科診察及

6ヵ月児 5 ;:1生まれ (金) び1'11談身体JUJlII

3歳児
l-I3年 11月1711 小児科 ・歯科診察

5月生まれ (木)
w検ft
視聴l党検査等

乳幼児の発注やff!，'己、悩みごとは保健センタ

ー“{:J:と子のキ11談 日(節 1・3ノ'1<1I1'd11)"も御利

月jくfこさレ、。

13 平成6WlO;:115rl

ldda輸・吋

内'T

高橋奏子ちゃん (松島町2丁目)

母・春美さん 歌 と 絵 本 が と て も 好 き で す

ね。最近は「年レ、くつ ?j と聞くと、小さな人

さし指を 1本 立てたり、名前を呼ぶと「ハイツ」

と片手を r_げたり、もう元気レ、っぱいなんです

よ。

副.~m~-~~韮1JIr.l:l;;闘=・
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方 、保健削、看護州、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分でね|談が受けれます。どうぞご矛Ij

月jくtcさレ、。

種 匁IJ 日目 i没 H 内 蒋

母 と 子 の 第 1・第 3(水) 乳児 ・幼児の発

相 談 Il 11月 2n '16日 達 相 談、育児の

10時~1 2時 相 談、お母さん

13時~15時 の 悩 み ご と 相 談

(第 3の午後は など

予約打|談です)

成人の 第 2(ノ1<) 血 圧 の 相 談 、 食

和l目淡 円 11月 9日 ミlrの相 談、心身

10時~12時 でご心配なこと

13時~15時 など

二予約相談は随時、屯言l号で受けイ、Jけます。

BZ腕童話21isfmm層部量極量

市県民税第3期 10月 1 日 ~ 10月 3 1 日

国民健康保険税第4期 10月 1 日 ~10月 3 1 日



平成6年度第34回市民総合文化祭 
多種多彩な発表会があります。ご家族おそろいでどうぞ一。 

●日 程 	 主催 五所川原市文化振興会議 

1
J
 
 

ー

一
 
 I

 
併
  

II寺 会 	」易 子丁 	 事 トIi 	f本、 	名 

10月 2 日 18 】 30- ふ、る さ と 交 b允
圏民センノター 発 	表 	会 土一所川原合ロ昌 トり 

10月 9 日 10 】 O0-12 : 00 市中央公民館 第31回県下川柳大会 Jリ 柳 岩 木 吟 社 

10月30日 8: 0O-17 : 00 市中央公民館 第34回県下俳句大会 五所川原俳句会 

10月30日～11月4日 9: 00----16: 00 市中央公民館 県 下 菊 花 大 会 五所川原晩香会 

10月31日～11月3日 9: 00-16: 00 市中央公民館 盆 栽 展 示 会 五所川原盆栽会 

11月 1 日 18: 00-21 : 00 市中央公民館 謡 	曲 	大 	会 五所川原宝生会 

11月2・3日 10 : 00-17 : 00 市中央公民館 書 道 展 示 会 王：所川原書道会 

11月2・3日 9: OO-16 : 00 市中央公民館 作 占31 展 示 会 市老人クラブ連合会 

市中央公民館 盤 景 展 示 会 五所川原紫操会 

市中央公民館 ちぎり絵作品展示会 和紙ちぎり絵しゆんこう 

市中央公民館 木彫作品展示会 趣 味 の 木 彫 

市中央公民館 絵 画 展 示 会 五所川原チャーチル会 

市中央公民館 藤手芸作品展示会 藤手芸趣味の会 

市中央公民館 洋裁作品展示会 洋 裁 教 室 

市中央公民館 華道活花展示会 華 道 小 原 i流 

市中央公民館 F, 華 道 遠 J羽 I流 

市中央公民館 F, 華 道 龍 生 派 

市中央公民館 'F 華 道 池 坊 

市中央公民館 絵 画 展 示 会 光 	彩 	会 

10 : 00-16 】 00 市中央公民食官 染 色 展 示 会 染 色 研 究 会 

11月 3 日 10: 00-15 : 00 市中央公民館 市 民 茶 会 茶 道 表 千 家 

市中央公民館 F, 茶道裏千家和敬会 

市中央公民館 'F 茶 道 遠 州 I荒 

11月 4 日 10 : 00----11 : 00 さセ
 
と
ン
 
流
 

ふ圏
 
る
民
 
交

タ
 

筆 曲 発 表 会 木 	の 	実 	会 

11 : 0O-12 : 00 F, 松 	葉 	会 

12 : 00---13 : 00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡協会 

13 : 00-14 : 00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14 : 00-15 : 00 詩 吟 発 表 会 五所川原ロ今訪く会 

15 : 00-16 : 00 日本舞踊発表会 綾 	扇 	会 

11月 5 日 13 : 00---16 : 00 集合 
市中ザとて公民食官 市文化碑め ぐ り 文 化 振 興 会 議 

11月 6 日 9: 00---18 : 00 市中央公民食官 第34L ］県下短歌大会 五所川原短歌会 

10: 00-12 : 00 市中央公民館 植物研究発表会 津 軽 植 物 の 会 

発行五所川原市役所ノ編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地合代35-21 1l番 平成6年10月15日 14 

| 平成6年度第e!田市民総合文化祭 1 
多種多彩な発表会があります。ご家族おそろいでどうぞ-。

-日程 主催 五所川原市文化振興会議

開催 月 日 n、子 nu 会 場 千i. ~ J下 [、J.I 体; 名

10月 2 日 18 : 30~ ふるさと交流
発 表 dコez』zz 五所川}息子子日日r:tl固民センター

10月 9日 10 : 00~12 : 00 市 中 央公 民 館 第 31回県下川柳大会 } 11 杉11 起;ーオに日今村:

10月 30日 8 ・ 00~17 : 00 市 中 央公 民 館 第 34田 県 下 俳 句 大 会 五所川原俳句会

10月 30日 ~11 月 4 日 9 ・ 00~16 ・。。 市 中 央公 民 館 県下菊花大会 五所川原 Iぬ評会

10月 31 日 ~11 月 3 日 9 ・ 00~16 : 00 市 中 央公 民 館 盆 栽 展 万三 会 五所}11原盆栽会

11月 1日 18 : 00~21 : 00 市 中 央公 民 館 言:m 曲 大 ，コdz』zz 五 所川原宝生会

11月2・3日 10 : 00~17 : 00 市 中 央公 民 館 書 i草 展 万三 会 五所川原件道会

11月2・3日 9 : 00~16 : 00 市 中 央公 民 館 作: 品 展 刀主 会 市老人クラブ連合会

市中央公 民 館 盤 景 展 万三 コdbEζ• 五所川原紫操会

市 中 央公民館 ちぎり絵作品展示会 和紙ちぎり絵しゅんこう

市 中 央公民館 木彫作品展示会 趣 味 σコ オミ 周2

市 中 央公民館 絵 画 展 万立 ，Zeh E 五所川原チャーチノレ会

市中央公 民 館 臆手芸 作品 展示 会 藤手芸趣味の会

市中央公 民 館 洋裁作品展示会 洋 裁 教 室

市 中 央公 民 館 華道活花展示会 華 道 原、 祈己

市 中 央公 民 館 11 華 iZf 遠 チト| 流、

市 中 央公 民 館 11 華 道 Hウ u1ミ 派

市中央公 民 館 11 華 i立 れh 主J;

市中央公民館[ 絵 画 展 刀Z ，コdz』zz すも nπsz，〆t AτzCx A 

10 ・ 00~16 ・ 。。 市 中 央公 民 館 染 色 展 方t ，Za』R 努主 色 1iJF ダE JτZ、3、C 

11月 3 日 10 : 00~15 : 0。市中央公民館 市 民 茶 ，=az』sz 茶 i草 表 守二 家

市 中 央公民館 11 茶道裏千家和敬会

市中央公 民 館 11 茶 道 遠 ナト| 1m 

11月 4 日 10 : 00~11 : 00 ふるさと交流 筆 曲 発 表 ，コtzhzz オて dコ 実 dτZ会2λC 

困民センター
11 : 00~12 : 00 11 4公 京進 τ4E〉Z、: 

12 : 00~13 : 00 民 ~m 発 表 d2C5h Z ヨ王所川 原民謡協会

13 : 00~14 : 00 津軽 = 味 線 発表会 津軽三 味線 滝栄 会

14 : 00~15 : 00 言寺 日今 発 表 tコz』，z 五所川原 l吟詠会

15 ・ 00~16 : 00 日 本 舞 踊 発 表 会 者主主 wi τ2Eh 三

11月 5日 13 : 00~16 : 00 集討す作'-1-'央:企::::-E忌釘T 市文化碑めぐり 文 化 振 興 会 議

11月 6 日 9 : 00~18 : 00 市 中 央公民館 第 34回県下短歌大会 五所川}J';"(短歌会

10 : 00~12 : 00 市 中 央公民館 植物研 究 発 表 会 津軽植物の会
L一一
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